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近年，日本に留学する外国人留学生数が急速に増えている．しかし，留学に必
要な情報が少ないとともに，情報を持っている日本人学生と交流するチャンスも
少ないことが調査により分かった．そこで本研究では，日本語の読み書き支援に
より，日本語による学生交流を行うことができる留学支援システムを提案する．
中国大連交通大学から岩手県立大学への留学を対象としてシステム開発を行い，
評価実験を行った．その結果，日本語により交流ができることや留学に対する不
安を軽減できることを確認できた． 
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In recent years, the number of foreigner students who are studying in Japan has been 
increasing rapidly. However, It has been found that not only is there very little necessary 
information for overseas students, but also it is lack of chance to communicate with 
Japanese students who know the information. Therefore this study proposes the 
study-abroad supporting system which overseas students can communicate with Japanese 
students in Japanese through the support for reading and writing of Japanese. According 
to the result of experiments, the users are able to communicate in Japanese, and their 
anxiety of study in Japan can be reduced. 

1. はじめにはじめにはじめにはじめに  

近年，グローバル化の進展，日本の留学生受け入れ政策の展開により，大学や大学

院，短大などに通う外国人留学生の数は年々増加している．留学生に奨学金支給など

を行う独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）の調査によって，平成 21年度 5月 1

日時点での外国人留学生は 132,720人で，前年より 7.2％増え，過去最高となった．留

学生の出身国・地域別に見ると，中国（台湾含み）が全体の 63.6％を占め，韓国，ベ

トナム，マレーシアと続いている 1)． 

日本に来ようと思っている外国人学生や初めて日本に来る留学生には，日本に来る

前の心配事，日本に来た後の部屋探しなどいろいろな問題を抱えている．これらの問

題を解決するためには，留学希望の外国人学生と留学生に対する情報提供，交流が必

要である．また，その情報提供，情報交流を行う上で，距離，言語や文化的差異を考

慮する必要もある． 

しかし，大学の支援現状を調査したところ，チューター制度や国際交流センターな

ど日本に来た後の対面支援が多く行われているが，大学ホームページ等での留学に関

する情報提供が足りないことが分かった．また，日本に留学希望の外国にいる学生が，

日本人学生と交流するチャンスも少なく，大学ホームページ等では得られない情報を

取得する手段が少ないことも分かった 2-7)．  

そこで本研究では，日本に来る前から終了（修了）するまでの継続的な留学支援を

目的とし，日本語の読み書き支援により日本語による学生交流を行うことができる留

学支援システムを提案する．本研究では，海外協定大学である岩手県立大学と中国大

連交通大学における，中国大連交通大学から岩手県立大学への留学を対象とし，シス

テム開発を行う．システム開発は，数回の評価実験を繰り返しユーザの要求に応えシ

ステム改善する形成的評価手法により行う． 

岩手県立大学に留学希望の学生は，日本語能力試験が 2級以上であり，日本語の教

科書レベルでの読み書き話す能力がある．しかし，自分の考えを日本語で伝えること

や日本人の言葉を理解することを必ずしもスムーズにできるわけではなく，コミュニ

ケーションの支援が必要なレベルである． 

2. 留学に関する問題の調査および学生交流に関する意識調査留学に関する問題の調査および学生交流に関する意識調査留学に関する問題の調査および学生交流に関する意識調査留学に関する問題の調査および学生交流に関する意識調査 

2.1 留学希望学生・留学生が抱える問題留学希望学生・留学生が抱える問題留学希望学生・留学生が抱える問題留学希望学生・留学生が抱える問題 

留学に関する問題を調査するため，日本に来ようと思っている留学希望学生や日本

に留学してきた外国人留学生がそれぞれ実際にどのような問題を抱えているかを調査

する． 
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2.1.1  調査概要 

本調査は，中国大連交通大学から岩手県立大学への留学を対象とし，留学希望の中

国大連交通大学に在籍している学生 39名（以下「来日希望学生」）と岩手県立大学に

在籍している留学生（以下「在日留学生」）21名の計 60名を対象とした． 

来日希望学生については日本に来る前の準備，情報収集，及び来日後の心配事を調

査し，また在日留学生については日本に来た後の部屋探し，買物，及び交通機関の利

用等の生活上の問題を調査することを目的として，2009年 4月 27日～5月 4日の期間

に，対象別に次のような質問を用意してアンケート調査を実施した． 

 

来日希望学生への主なアンケート項目 

• 荷物の送り方 

• 来日時の持物 

• ビザを申込み用の書類等 

• 研究室と研究分野などに関する情報の収集方法 

• 来日後の心配事 

• 情報収集や交流を可能にするシステムへの興味及び要望 

 

在日留学生への主なアンケート項目 

• 外国人登録など各種の手続き 

• 部屋探し 

• 交通機関，病院など施設の利用 

• 通信，買物 

• ごみ処理 

• 情報収集や交流を可能にするシステムへの興味及び要望 

 

2.1.2  調査結果 

質問用紙は E メールで調査対象に送り，回収率はそれぞれ 77％と 76％であった．

調査結果から見ると，来日希望学生の 97%が在留資格やビザ申請等各種の手続きにつ

いて詳しく分からないことが明らかになった．また，44%の在日留学生は自分で部屋

を探さなければならなかったが，部屋探しに関する手続き，専門用語，慣例などにつ

いて，よくわかっていた人はその中の 4分の 1に過ぎなかった． 

来日希望学生と在日留学生の両方に見られる傾向として，日本での生活上必要な手

続きが分からないこと，情報不足についての不安，日本人との日本語でのコミュニケ

ーションについての不安があることが分かった． 

また，数多くの調査対象から次のような要望もあった． 

(1) 留学生と日本人が情報共有できるようなプラットフォームがほしい 

 
図 1 中国人と交流した・交流したい内容 

 

(2) 日本語能力が低いため，日本人と交流できるようにしてほしい 

(3) 留学生の就職，アルバイト情報がほしい 

(4) よく使われる物の日本語名を書いてほしい（例：野菜名，化粧品名など） 

(5) 日本の観光地と料理を紹介してほしい 

以上のように，アンケート調査を通して，来日希望学生と在日留学生が抱える問題

が明らかになった． 

2.2 留学生との交流に対する日本人学生の意識留学生との交流に対する日本人学生の意識留学生との交流に対する日本人学生の意識留学生との交流に対する日本人学生の意識 

来日希望学生と在日留学生との交流に対する日本人学生の意識を調査するため，ア

ンケート調査を行った．本調査は，岩手県立大学の日本人学生に対して行い，留学生

サークル 11名を含め計 21名の日本人学生を対象として，2010年 1月 12日～29日の

期間で調査を実施した． 

主なアンケート項目は，日本語で留学生と交流できるシステムがあれば利用したい

か，そのシステムで日本の生活習慣などの問題について留学生をサポートしたいか，

留学生と交流した・交流したい内容は何か，などである．調査は質問用紙の配布と E

メールの両方式で行った．回収率は 76％であった． 

調査結果から，留学生と交流できる（日本語・中国語の両方使用可能）システムが

あれば，利用するつもりはあるかという質問に対しては，75％の人が「はい」と答え，

12％の人は「いいえ」と答えた．「いいえ」と回答した理由は「SNS などが苦手で，

実際に会って交流したい」などがあった．また，システム上で留学生をサポートした

いかという質問に対しては，81％の人は「はい」と答えた．「いいえ」と回答した理由

は「自分が日本についてよくわからない」，「実際に会って聞かれてサポートするのは

構わないが，わざわざネットで行うのはしたいとは思わない」などがあった．留学生

と交流した・交流したい内容は何かという質問に対しては，図 1に示すように，日本

人学生は中国の料理，観光，歴史と文化と中国語の勉強について，興味を持っている 
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図 2 システム提案 

 

ことが分かった． 

また，システムでの留学生との交流について次のような要望があった． 

(1) 中国の生活習慣や生活現状について中国人と交流したい 
(2) 日本のことはどう思っているのかについて交流したい 

(3) システム上の交流から，直接的な交流につながるようなものになれば良い 

以上のように，アンケート調査を通して，留学生との交流に対する日本人学生の意

識が明らかになった． 

3. 留学支援システム「留学支援システム「留学支援システム「留学支援システム「Happy 留学」留学」留学」留学」 

3.1 システム提案システム提案システム提案システム提案 

本研究では，日本に来る前から終了（修了）するまでの継続的な留学支援を目的と

し，日本語の読み書き支援により日本語による学生交流を行うことができる留学支援

システム「Happy 留学」を提案する． 

本システムは，来日希望学生，在日留学生，日本人学生を対象ユーザとし，図 2に

示す機能を提供する．前述の調査結果を踏まえ，情報提供機能では，来日希望学生と

在日留学生に対して，行政，病院などのホームページから留学に役立つ情報を収集し

て提供する．また，情報交流機能では，来日希望学生，在日留学生と日本人学生が互

いに興味のあることや疑問などをテキストベースで話すことができる場を提供する．

そして，これらの機能を容易に利用できるように，来日希望学生と在日留学生に対し

て日本語の読み書き支援を行う．これにより，日本人学生は日本語で会話することが

できる．来日希望学生，在日留学生は，ある程度の日本語の読み書き能力があること 

 

図 3 システムの機能説明 

 

を想定している． 

本システムは，日本および外国でソフトウェアのインストールや設定をせずに容易

に利用できるように，Webブラウザ上で動作させる．そのため，日本語の読み書き支

援は，Webサービスとして提供されている辞書や翻訳サービスを利用する． 

本研究では，ユーザの日本語能力と，情報収集できる内容・情報交流でやり取りす

る会話内容との関係により，どのくらいの質の上述の機能が必要であるのか明らかに

することができず，また，それらを提供するユーザインタフェース部分の具体的なイ

メージを得ることもできなかった．そのため，本研究では，海外協定大学である中国

大連交通大学から岩手県立大学への留学を対象とし，プロトタイピング手法で開発を

進めることにした．さらに，これにより開発したシステムを用いて，形成的評価手法

に従い，3 回の評価実験を繰り返しユーザの要求に応えシステム改善するバージョン

アップ開発を行うことにした． 

3.2 「「「「Happy 留学」初期システム（バージョン留学」初期システム（バージョン留学」初期システム（バージョン留学」初期システム（バージョン 1）の開発）の開発）の開発）の開発 

3.2.1 プロトタイピング手法によるシステム設計 

図 3 で示されているように，情報交流機能は，「コミュニティ」と名づけ，複数の

ユーザが 1つのグループとなりメッセージを書き込みながら会話できる．情報提供機

能は，「生活案内」と名づけ，留学に必要な情報を日本語で提供する．日本語の読み書

きのための支援機能は，「書く」と「読む」を次のように別々に実現する． 

（1）書く支援 ：漢字の表記は同じだが，中国語と日本語の意味が全く違う場合があ

るため，日本語でメッセージを投稿する前に単語の意味を確認する（図 3左） 

• 辞書機能（W1）：単語に対する日本語，中国語，英語の間の単語翻訳 

（2）読む支援：外来語など勉強したことがない日本語や中国語を読むときには，次の

3つの機能で支援する（図 3右） 
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図 4 コミュニティ画面 

 

• 翻訳機能 1（R1）：コミュニティのコメント全体に対する中・日の翻訳 

• 辞書機能（R2）：単語に対する日本語，中国語，英語の間の単語翻訳 

• 翻訳機能 2（R3）：生活案内の日本語の情報内容を中国語に翻訳 

3.2.2 「Happy留学」バージョン 1 

上述のシステム設計に基づき，システムの初期バージョンを開発した．Googleの翻

訳 APIと中国製の辞書 API（金山詞覇）を利用して，日本語の読み書きを支援する翻

訳機能と辞書機能を実現する． 

（1）コミュニティ画面 

図 4に示されているように，ユーザ登録したユーザが，自分が聞きたいことについ

て質問を出し，他のユーザが質問に対する回答を書き込み，情報交流をする． 

そして，書き込まれたメッセージを母国語で読みたいときには，読む支援の R1 を

使用する．「中国語へ」と「日本語へ」という翻訳ボタンをそれぞれクリックすれば，

コメント全体の内容が中国語や日本語で翻訳される． また，コメントを書く時には図

4 のように，書く支援の W1 を使用する．使い方は，たとえば，マウスで確認したい

単語（図 4では「手紙」）を選択すると，右側に別のウインドウが現れ，訳された内容

を表示する． 

（2）生活案内画面 

図 5に示されているように，行政のホームページなどから留学に必要となる情報を

まとめ，各種類の手続きなどの情報を生活案内で提供する．例として，再入国許可に

関する情報が必要となる場合，左側の「再入国許可」をクリックすれば，ページの右 

 

図 5 生活案内画面 

 

上に日本に再入国に関する条例や手続きなどが日本語で表示される．また，岩手県立

大学の場合は，該当管理局のアドレスや電話番号，必要な書類や手数料なども記載す

ることにより，より便利にアクセスできるようになっている． 

日本語の単語が分からない場合は，読む支援の R2 で支援する．マウスで調べたい

単語を選択すると，右側に別のウインドウが現れ，訳された内容が中国語で表示され

る．さらに，日本語の文章が理解できない場合など，すべての内容を中国語で読みた

い場合は，読む支援の R3を使用する．「中国語」をクリックすれば，下に中国語でそ

の内容が表示される． 

4. 形成的評価手法による形成的評価手法による形成的評価手法による形成的評価手法によるシステムシステムシステムシステム開発開発開発開発 

初期システム（バージョン 1）が開発された後，形成的評価手法で評価実験を 3 回

行った．実験が終るたびに，評価実験の参加者へのアンケート調査とインタビューを

行い，ユーザの要求をフィードバックし，システムの改善を行った．本章では，3 回

の評価実験についてそれぞれ述べる． 

4.1 バージョンバージョンバージョンバージョン 1 の評価実験の評価実験の評価実験の評価実験 

バージョン 1の評価実験では，日本語能力試験が 1 級以上の在日留学生と日本人学

生を，情報交流させる．コミュニティの翻訳と辞書機能を利用して，情報交流できる

かどうかを調査した．実験の参加者は岩手県立大学大学院に在籍している中国人留学

生 3 名と同じく岩手県立大学に在籍している日本人学生 3 名で，合計 6 名である． 

実験の時間は 2010 年 6 月 9 日の 14 時 40 分～16 時まであった． 
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表 1 バージョン 1の実験結果 

 
機能を利用 

するきっかけ 

機能の評価 回答の 

満足度 翻訳機能(R1) 辞書機能(R2) 

在日留 

学生 

日本語が読め

ない(33％) 

分からない時

が多かった

(100％) 

大体分かった

(100％) 
大体解決 

できた

(100％) 

 

話したいこと

が日本語で書

けない(33％) 

― ― 

日本人 

学生 

中国語が読め

ない(100％) 

分からなかっ

た(100％) 
― 

 

4.1.1 実験方法 

バージョン 1の実験は，情報交流が可能かどうかに焦点を当て評価するため，対面 

同期の環境で行った．しかし，実際のネット上の交流を模擬的に行わせるため，座席

は日本人学生同士や留学生同士が隣にならないように配置し，口頭でしゃべらせない

ことにした．また，留学生が日本語能力試験の 1級以上を持っているため，基本的に

日本語で会話することにし，どうしてもできない場合は中国語でもよいことにした． 

実験の流れとして，まず，実験参加者に実験のルールを説明した．そして，システ

ムの操作マニュアルを説明した後，情報交流を行わせた．具体的には，1 人の参加者

が質問を提出し，トピック（質問など）を作成する．そして，他の参加者がそれに対

して回答を書き込み，15分の制限時間内で 1つのトピックの情報交流をする．終わっ

たら，また次のユーザが質問を提出し，交流するという繰り返しによって，すべての

ユーザが自分の質問を出す．トピックの作成者には回答の満足度を回答させる． 

また，評価用紙を 2 種類用意し評価させた．1 つはコミュニティの翻訳と辞書機能

を評価する「翻訳＆辞書機能評価シート」であり，出力の満足度を実験中に記入する．

もうひとつは実験全体に対するアンケート調査用紙である．日本人向けと留学生向け

に分けられている．また，実験が終わった後に，参加者にインタビューを行う． 

4.1.2 実験結果 

アンケート調査結果（表 1）により，留学生が日本語を読めない時に，コメント全

体を翻訳する R1機能を利用しても分からなかったが，単語だけを調べる R2機能で大

体わかったという回答があった．また，話したいことが日本語で書けないという新た

な問題があることが分かった．そして，W1 機能（書いた後の確認）について，参加

者全員が日本語能力試験の 1級以上であるため，ほとんど利用されていなかった（こ

のため，W1機能は以後の実験で来日希望学生に対して評価する）．一方，日本人学生 

 

図 6 書く支援の新規機能画面 

 

の場合，中国語が読めないときには，R1機能を利用しても分からなかった上，中国語

の単語が判断しにくいため，R2機能を利用してなかった．質問に対する回答の満足度

は，全員大体解決できたという回答であったため，情報交流が可能であることが分か

った． 

以上の実験結果を踏まえ，読む支援の R1 機能では，文章が長いほど翻訳精度が低

くなるため，中国語と日本語の相互翻訳に間違いがあるケースが多く，留学生であっ

ても，日本人学生であっても理解できないことが分かった．したがって，短い文章の

翻訳に利用することが良いことが分かった．また，R2機能については，これを利用す

ることにより，大体分かったという回答であったため，日本語の読みを支援できるこ

とが分かった．そして，留学生には話したいことが日本語で書けないという新たな問

題があることが分かったため，書くための新機能を追加する必要があることが明らか

になった． 

4.1.3 「Happy留学」バージョン 2の開発 

実験結果に基づき，書くための支援機能 W2を追加し，「Happy留学」バージョン 2

を開発した．W2機能は「中国語⇒日本語⇒中国語」という翻訳モードで翻訳を行う．

具体的には図 6に示されているように，まず，ボックス「コメント（A）」に書きたい

中国語をそのまま入力する．そして，「日本語への翻訳」ボタンをクリックし，Aの中

国語はボックス「A の日本語翻訳（B）」に日本語で表示される．さらに，「中国語へ

の翻訳」ボタンをクリックすれば，Bの日本語はボックス「Bの中国語翻訳（C）」に

中国語で表示される．そこで，ボックス Aと C の中国語の意味が一致するかにより，

翻訳の精度をチェックする．一致すれば，訳された Bの日本語が正しいと言える． 

図 6の例は完全一致した例であるが，漢字が違い，意味が一致する場合もある．例

として，「电脑」という中国語を入力すれば，「コンピュータ」で訳される．さらに中

国語へ翻訳して，「计算机」という漢字が表示される．前後の漢字が一致していないが， 

意味は同じであるため，正しい訳と言える．また，漢字も意味も違う場合もある．例

として，「笔记本电脑⇒ノート⇒注意」のように，前の中国語は「ノートパソコン」の

意味であるが，後ろのが「注意」の意味になったため，正しい訳ではないと言える． 
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図 7 バージョン 2の実験画面 

 

4.2 バージョンバージョンバージョンバージョン 2 のののの評価実験評価実験評価実験評価実験 

バージョン 2 を開発した後，日本語能力試験が 1 級以上の在日留学生と日本人学生

に対し評価実験を行った．バージョン 2 の実験では追加された書くための支援機能 W2

を評価すると共に，システムの利用状況も調査した．実験期間を 2010 年 7 月 12 日か

ら 19 日までの 1 週間にした．実験の参加者は前回の 6 名以外に，同じく岩手県立大学

に在学していた中国交換留学生 4 名と日本人学生 6 名にも協力してもらった． 

4.2.1 実験方法 

バージョン 1の実験は対面同期の環境で行ったが，バージョン 2の実験は実際のネ

ット上の交流を行わせた．すなわち，参加者が異なる場所でコミュニケーションする

という非対面非同期環境で行った．また，日本語の書くための支援に新機能が追加さ

れたことと，日本人学生にとって中国語を読む支援機能 R1と R2がうまくいかなかっ

たことがあったため，バージョン 2の実験では，日本語で交流することにした．さら

に，日本語の流行語や若者用語は翻訳できないため，標準的な日本語に限定した． 

実験の交流方法はバージョン 1の実験と同じであるが，トピックごとに時間の制限

がないため，実験期間内で交流し続けられるようになった．また，システムに追加さ

れた新しい書くための支援機能 R2 を評価するため，最初の 2日間は中国人留学生と日

本人学生にそれぞれの質問の提出と回答という役割を決めた．時間帯に関わらず，必

ず自分でトピックを作成したり，トピックをチェックし自分が興味を持っているトピ

ックに対してメッセージを書いたりするように指示した．そして，このような指示を 

表 2 バージョン 2の実験結果 

 
機能を利用 

するきっかけ 

機能の評価 

翻訳機能(R1) 辞書機能(R2) 翻訳機能(W2) 

在日留 

学生組 

日本語が読め

ない(12％) 

分からない時

が多かった

(57％) 

大体分かった

(86％) 
助かった(57％) 

話したいこと

が日本語で書

けない(50％) 

― ― 助かった(71％) 

 

しない場合の利用状況を調査するため，残りの 5日間は誰でも自由にトピック作成や

メッセージ書き込みをできるようにした． 

バージョン 1の実験と同様に，実験が終わった後，アンケート調査とインタビュー

を行った． 

4.2.2 実験結果 

バージョン 2の実験は図 7で示されているように，日本語で書き込む時に，日本語

の書く支援機能が追加された．アンケート調査結果（表 2）により，在日留学生は話

したいことがうまく書けないときに，新規の書くための支援機能 W2を利用しており，

71％が「助かりました」と答えた．その他，「読むときに短い文章の翻訳も使えるので，

よかったです」という意見もあった． 

今回の実験によって，概ね日本語の読み書きが支援できたことが分かった．トピッ

ク作成やメッセージ書き込みの指示がない場合の利用状況については，数多く利用さ

れたことが分かった（４トピックスで平均３コメント）．また，今回の実験では全部日

本語で交流したため，日本人学生は翻訳機能や辞書機能を利用していなかった． 

質問に対する回答の満足度については，29％のユーザが「解決できた」と答え，71％

のユーザが「大体解決できた」と回答した．今回の実験を通して，日本語能力試験が

1 級以上の在日留学生と日本人の交流に対して，情報交流が可能であることが分かっ

た．実験後のインタビューにより，「とても面白いシステムで，日本人と交流できてよ

かったです」という意見があった．また，システム改善に対する意見としては，「最新

のコメントがページ最上部に出てきてほしい」，「コメントを書き込みボックスと翻訳

確認ボックスを分けてほしい」などのシステムの操作やユーザインタフェースに関す

る指摘があった． 

4.2.3「Happy 留学」バージョン 3 の開発 

評価実験の結果に基づき，バージョン 2を改善し，バージョン 3を開発した．主に，

閲覧しやすくするため，1ページでトピックス数を 5個から 20個を表示し，質問内容 
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図 8 コメントを書き込む画面 

 

に色をつけ，コメント内容と区別できるようにした．また，図

に，コメントを書き込むボックスと翻訳機能の入力ボックスを

やすさについてのシステム改善を行った． 日本語の読み書き支援機能については，前

回の実験で，ある程度，良い評価が得られ，また情報交流もできたため，機能の追加

は行わなかった． 

4.3 バージョンバージョンバージョンバージョン 3 のののの評価実験評価実験評価実験評価実験 

バージョン 1，2 の評価実験から，日本語能力試験が 1 級以上の留学生

の読み書き支援機能を利用して，日本人学生と日本語でコミュニケーションすること

が大体できることが分かった．今回は日本語能力試験が 2級相当の来日希望の中国人

学生と日本人学生を対象として同様の実験を行う． 

実験は 2010年 11月 10日の 15時から 17時までであった．

交通大学の 3年生 3名（来年岩手県立大学に交換留学を希望している）と日本人学生

3名で，合計 6名であった． 

4.3.1 実験方法 

今回は日本語能力試験が 2級相当の来日希望学生に対して

評価したいため，バージョン 1 の実験と同じ流れで行った．

間内で 1人ずつが質問を出し（トピックを作成し），他の参加者と交流する

学生は中国にいるため，実験環境は同期非対面である．また

実験に参加するため，システムのマニュアルと実験の流れなどを事前に説明した．た

だし，実験の時には様々な問題が発生する可能性があるため，

実験にサポート人員を配置させた（バージョン 1の実験に参加した交換留学生

が既に大連に戻ったため，必要な資料を中国人参加者と Sさんに送付し

7 

 

できるようにした．また，図 8で示されているよう

コメントを書き込むボックスと翻訳機能の入力ボックスをそれぞれ分けて，使い

日本語の読み書き支援機能については，前

良い評価が得られ，また情報交流もできたため，機能の追加

級以上の留学生が，日本語

日本人学生と日本語でコミュニケーションすること

級相当の来日希望の中国人

．実験の参加者は中国大連

名（来年岩手県立大学に交換留学を希望している）と日本人学生

に対して，情報交流ができるかを

の実験と同じ流れで行った．つまり， 20 分の制限時

他の参加者と交流する．来日希望

また，来日希望学生は初めて

，システムのマニュアルと実験の流れなどを事前に説明した．た

可能性があるため，中国大連交通大学での

の実験に参加した交換留学生 Sさん

さんに送付し，それぞれの 

図 9 バージョン

 

使用方法を Sさんに説明してもらい，実験当日の中国

もらった）． 

実験当時の時間管理については，岩手県立大学

交通大学は筆者とのネット上での連絡を通して

ュータの性能の違いにより，1つのトピックスにつき平均

情報交流には大きな影響は無かった． 

実験後にそれぞれの大学でアンケート調査とネット上でのインタビューを行った．

4.3.2 実験結果 

バージョン 3の実験は図 9で示されているように，

とがないため，簡単な自己紹介から交流をスタートした．

アンケート調査結果（表 3）より，中国人学生が全員日本語能力試験の

ことが分かった．交流では，主に「相手が書いた内容がわからない

が書けない」というような問題点があったが

全員が「どちらかというと分かった時が多かった

支援の W2を利用して，3人とも「助かりました」と回答した．

インタビューの結果によると，「システム上の交流により

来た後の生活に必要な情報が収集できる」，「

のことをより深く理解でき，留学する前の不安や心配なことが解消できる

想があった．また，在日留学生に比べ，来日希望学生には日本人と交流する経験が少

なく，中国と日本の文化の違いを理解できていないことが分かった．それが原因で，

日本語による交流をする時にマナーの間違いや言葉のニュアンスによる誤解があった．

例として，来日希望学生の Aさんは日本人学生のコメントを返事し

バージョン 3の実験画面 

てもらい，実験当日の中国現場のバックアップを協力して

は，岩手県立大学は筆者がコントロールし，中国大連

の連絡を通して，S さんがコントロールした．コンピ

つのトピックスにつき平均 2分ほどの遅延があったが，

実験後にそれぞれの大学でアンケート調査とネット上でのインタビューを行った． 

で示されているように，参加者たちがお互いに会ったこ

とがないため，簡単な自己紹介から交流をスタートした． 

）より，中国人学生が全員日本語能力試験の 2 級である

相手が書いた内容がわからない」，「話したいこと

」というような問題点があったが，読む支援の辞書機能 R2 を利用して，

た時が多かった」と答えた．また，書く時に，書く

人とも「助かりました」と回答した． 

システム上の交流により，日本に来る前の準備や

る」，「日本人と直接交流することにより，日本

留学する前の不安や心配なことが解消できる」という感

，来日希望学生には日本人と交流する経験が少

，中国と日本の文化の違いを理解できていないことが分かった．それが原因で，

日本語による交流をする時にマナーの間違いや言葉のニュアンスによる誤解があった．

さんは日本人学生のコメントを返事した時，相手の名前 
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表 3 バージョン 3の実験結果 

 
機能を利用 

するきっかけ 

機能の評価 

翻訳機能(R1) 辞書機能(R2) 翻訳機能(W2) 

来日希

望学生 

日本語が読め

ない(100％) 

分からない時

が多かった

(100％) 

大体分かった

(100％) 
助かった(67％) 

話したいこと

が日本語で書

けない(100％) 

― ― 
助かった

(100％) 

 

だけを書いて，「さん」を書き忘れていた．中国では，名前の後ろに「さん」のような

敬語を使わないため，うっかりすると，つい書き忘れることになってしまう．しかし，

日本の文化では「呼び捨て」という失礼なことであるため，誤解が生じた．ただし，

日本人学生が文化の違いや日本語のマナー不足があることを理解していたため，トラ

ブルにはならず，「前の実験とはそこまで大きな違いはなく，それなりに交流ができた」

という意見をもらった． 

質問に対する回答の満足度については，参加者全員が「大体解決できた」と回答し

た．以上の分析に基づき，日本語能力試験の 2級以上の中国人学生は日本語の読み書

き支援を通して，日本人学生と交流できること，日本への留学に対する不安が軽減で

きることが確認された． 

4.4 他の研究との比較他の研究との比較他の研究との比較他の研究との比較 

本研究に関連する研究として，異文化コラボレーション，外国人との対話支援に関

する研究が行われている． 

異文化コラボレーションについては，機械翻訳を用いた協調作業支援ツールに関す

る研究がある 9)．この研究では，日本，中国，韓国とマレーシアの 4 ヶ国の大学生が，

国を単位として 4 つのチームを組み，ソフトウェアの共同開発を行わせる．チーム間

の連絡は英語で行い，母国語と英語間の翻訳を支援するコミュニケーションツールを

使用させる．実験を通して，英語を母国語としない参加者の態度の違いがあることな

ど問題点を挙げている．本研究では，このような態度の違いを踏まえ，日本語で情報

交流させ，日本人学生から多くの役立つ情報を引き出せるようにしている． 

 外国人との対話支援については，外国人患者のための多言語医療受付システムに関

する研究がある 10)．この研究では，医療分野で利用可能な翻訳精度を実現するために，

医者と外国人患者は用例対訳を利用する．問診に必要な病状などを多言語で事前に準

備する．本研究の日本語の読み書き支援機能では，低い精度の翻訳機能を効果的に使

用し，日本語の文章として多少問題があっても，内容が理解できる翻訳ができるよう

にしている．なお，3回の実験では，意図が理解できない文章を留学生が入力すると，

日本人学生がその内容を聞き出すやり取りが行われており，低い精度の翻訳で対応で

きていた． 

5. まとめまとめまとめまとめ 

 本研究では，日本に来る前から終了（修了）するまでの継続的な留学支援を目的と

し，日本語の読み書き支援により日本語による学生交流を行うことができる留学支援

システムを提案した．システムを開発するに当たり，海外協定大学である中国大連交

通大学から岩手県立大学への留学を対象とし，プロトタイピング手法で開発を進めた．

そして，これにより開発したシステムを用いて，形成的評価手法に従い，3 回の評価

実験を繰り返しユーザの要求に応えシステム改善するバージョンアップ開発を行った． 

 3回のバージョンアップ開発を通して，情報提供（生活案内），情報交流（コミュニ

ティ），日本語の読み書き支援（文章全体の翻訳，短い文書の翻訳，単語辞書）の 3

つの機能を実現することができた．そして，留学に必要な情報の収集，学生間の情報

交流ができること，情報収集・交流の結果，留学に関する不安を軽減できることを確

認した． 

 今後の課題としては，（1）異なる日本語能力の留学生，複数の国の留学生に対する

評価実験を行い，システムの有効性を明らかにする，（2）情報提供機能において情報

の更新方法と情報の新規追加方法を実現する，（3）情報交流機能において日本人学生

を積極的に参加させる仕組みを実現する，（4）システム運用に向けて継続的に利用で

きるように，交換留学の終了や学生の卒業などのユーザの入れ替わりに対応できる仕

組みを検討する，ことが挙げられる． 
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